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５ 酪農経営技術の確立

(1)物質循環型酪農経営確立のための飼養管理技術の開発

ア．ブレンド堆肥投入による高品位飼料の生産技術（第２報）

Manufacturing Technique of the Quality Feed by Blend Manure Injection

)吉田周司・高木喜代文・井上一之・ 渋谷清忠・平井庸夫 1

要 旨

２カ年にわたり乳用牛と鶏の糞尿をブレンドした堆肥を化成肥料の代替に使用し、飼料作物（イタリアン

ライグラス以下ＩＲ、トウモロコシ）の生産方法の検討を行った。さらにこの飼料作物をＴＭＲ給与したと

きの血液性状及び乳量・乳質の変化について調査した。

t 10a t飼料作物の現物収量は年によりバラツキがあったもののＩＲで４～６ ／ 、トウモロコシで４～７

／ であり堆肥を倍量施肥しても明確な収量の増加は認められず、特にトウモロコシについては慣行区の10a

収量の方が堆肥区に比べ高くなった。また、堆肥を多量施肥することにより飼料中のＫ含量が上昇し、Ｉ

Ｒ、トウモロコシ共に慣行区に比べ２倍以上の数値となり、グラステタニーの危険性が示唆された。一方、

これらの飼料作物をＴＭＲ給与した際の血清生化学検査では、いずれも正常範囲内であり一定の傾向は伺え

なかった。さらに、年度によりバラツキがあるものの、乳量は同等、乳成分のＳＮＦ、乳脂肪分率、乳蛋白

質率等では堆肥を利用した試験区が慣行区に比べ高くなる傾向が伺われ、堆肥を利用することにより乳質は

高品質になると考えられた。

（キーワード：イタリアン、グラステタニー、ブレンド堆肥）

背景及び目的

県内において、 年度に家畜から排出される1998

糞尿の量は 万 千トン、窒素換算で 万 千ト142 2 1 1

ンと推定され、化学肥料による窒素量の 倍もの2.2

糞尿を耕地に施用していると試算されている。この

ため、化学肥料と共に環境に与える影響が注目され

ている。一方、規模拡大が進む酪農家では、堆肥の

過剰施肥による飼料作物中のミネラル等のアンバラ

ンスが指摘され、産前産後の起立不能症等の疾病発

生の一因となっており、ミネラルバランスの取れた

飼料作物の生育方法が模索されている。

このため乳用牛糞に鶏糞を混合したブレンド堆肥

を生産し、化学肥料の代替として利用することによ

り化学肥料の減肥を行い、環境負荷の少ないミネラ

ルバランスの取れた高品質飼料作物（ＩＲ、トウモ

ロコシ）の検討を行うとともに、この飼料作物を乳

牛に給与することによる乳量・乳質等の調査を実施

した。

平成 年度試験成績報告書： （ ）14 32 2003



- 50 -

試験方法

ブレンド堆肥の生産については吉田 らの方法に1)

より行い、生牛ふんに発酵鶏糞を重量比 ％加30

え、ロータリー発酵槽に投入し堆肥を生産した。な

お、このブレンド堆肥の成分を右記に示した

このブレンド堆肥を用い飼料作物（ＩＲ、トウモ

ロコシ）を栽培し、収量調査、飼料分析を実施する

と共に、サイレージとしてＴＭＲ給与し乳量、乳

質、血液性状の変化を調査した。なお、試験計画の

全体を図１に示した。

ブレンド堆肥の成分

(現物％)
pH EC N P K CaO MgO C N水分 ／

43.9 8.1 6.8 1.4 2.1 2.4 5.7 1.0 17.8

１．ＩＲの生育試験及び給与試験

ＩＲ試験区の概要を表１に示すとともに、給与試

験おける供試牛の概要を表２に示した。ブレンド堆

肥を利用した飼料作物の生育試験は、従来の施肥方

法による慣行区と（堆肥＋化成肥料を施肥 、標準）

区（慣行区化成肥料の窒素を堆肥で代替施肥 、２）

倍区（標準区の代替堆肥を２倍量施肥）の３試験区

とした。次の給与試験では収穫したＩＲをサイレー

ジとして標準区、２倍区の各区５頭、計１０頭とし

１９日間ＴＭＲ給与した。なお、試験飼料を給与す

る直前を慣行区として採材した。
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２．トウモロコシの栽培試験及び給与試験

トウモロコシ試験区の概要を表３に示すととも

に、給与試験における供試牛の概要を表４に示し

た。試験区の設定はＩＲ試験区と同様に３区設定

し、それぞれ試験区はＩＲ試験区と同一のほ場を使

用して栽培、収穫を行いサイレージ化した後、３７

日間のＴＭＲ給与を行った。

また、調査項目を表５に示した。

結果及び考察

１．ＩＲの栽培試験及び給与試験

ＩＲの収量及び飼料分析結果を表６に示した。収

量は現物で ～ ／ であり、ブレンド堆肥を4t 5t 10a

投入することにより化成肥料を利用した慣行区と同

等の収量が確保できた。しかし、ブレンド堆肥を２

倍量施肥しても増収は得られなかった。また、ＩＲ

の一般成分と栄養価については、各区で特徴的な差

異は認められなかったが、Ｋ含量は、標準区、２倍

区で慣行区の 倍前後の含有量を示した。2

今回の分析値をケンプの式 Ｋ／（Ｃａ＋Ｍｇ）１）

の当量比に当てはめると慣行区、標準区、２倍区の

順に、それぞれ 、 、 となった。この数1.02 2.06 2.24

値が 以上になるとグラステタニー発生の危険が2.2

出てくる と言われているが、今回の給与時にグラ１）

ステタニー様の症状は確認されなかった。これは、

ＴＭＲ給与によるＫ濃度の低下が一因として考えら

れたが、乾乳牛等に単味給与する場合には注意が必
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要と考えられた。

次にＩＲ給与時の血清生化学検査結果を表７に示

した。この中で、Ｋに慣行区と２倍区の間に有意差

が認められたが、ＭｇやＣａには差が認められなか

った。血清Ｍｇ値の正常値は ～ ／ であ1.8 3.2mg dl

り、いずれの区もこの範囲内であった。生草中の高

Ｋ含量が、Ｍｇの吸収阻害を引き起こすと言われて

いるが、今回の試験では確認できなかった。

また、ＩＲ給与時の乳量・乳質を表８に示した。

各区で著名な変化は認められなかったものの、ＳＮ

Ｆで有意差が認められ、慣行区に比べ標準区で数値

が高くなる傾向であった。これらのことより、ＩＲ

において化成肥料分の窒素を堆肥で代替しても遜色

のない乳量、乳質が得られるものの、Ｋの蓄積に注

意する必要があると考えられた。
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２．トウモロコシの栽培試験及び給与試験

トウモロコシの収量及び飼料分析結果を表９に示

した。収量は慣行区が ／ と最も高くなり、4.8t 10a

次いで標準区、２倍区の順となった。また、Ｋ含量

は２倍区で高く、ケンプの式によると２倍区が

、標準区が となった。このことは、トウモ2.31 2.17

ロコシにおいてもグラステタニーの発生する可能性

があることを示しており、トウモロコシの堆肥利用

も施用量に考慮する必要があると考えられた。

次にトウモロコシ給与時の血液性状を表１０に示

した。このうちＢＵＮで慣行区と標準区に有意差が

認められ、ＴＣＨＯで慣行区と２倍区に有意差が認

められたものの、いずれも正常値範囲内であった。

また、トウモロコシ給与時の乳量・乳質を表１１に

示した。各区で著名な変化は認められなかったもの

の、乳脂肪分率で有意差が認められ、慣行区に比べ

２倍区（ ＜ 、標準区（ ＜ ）で高くなP 0.05 P 0.01）

った。これらのことより、トウモロコシにおいて化

成肥料分の窒素を堆肥で代替しても遜色のない乳

量、乳質が得られると考えられた。
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まとめ

２カ年にわたり他畜種の糞尿をブレンドした堆肥

を化学肥料の代替として飼料作物（ＩＲ、トウモロ

コシ）の生産方法の検討を行うとともに、この飼料

作物を乳牛に給与することによる乳量・乳質等の調

査を実施 した。飼料作物の現物収量は年によりバ２）

ラツキがあったもののＩＲで ～ ／ 、トウモ4 6t 10a

ロコシで ～ ／ であり堆肥を倍量施肥して4 7t 10a

も明確な収量の増加は認められず、特にトウモロコ

シについては慣行区の収量の方が堆肥区に比べ高く

なった。これはトウモロコシがＩＲに比べ窒素要求

性が高く、ブレンド堆肥の窒素肥効率が当初想定し

た数値 より実際は更に低かったのではないかと推３）

察された。また、堆肥を多量施肥することにより飼

料中のＫ含量が上昇し、ＩＲ、トウモロコシ共に慣

行区に比べ２倍以上の数値となり、グラステタニー

の危険性が示唆された。一方、これらの飼料作物を

ＴＭＲ給与した際の血液性状は、いずれも正常範囲

内であり一定の傾向は伺えなかった。さらに、年度

によりバラツキがあるものの、乳量は同等、乳成分

のＳＮＦ、乳脂肪分率、乳蛋白質率等では堆肥を利

用した試験区が慣行区に比べ高くなる傾向が伺わ

れ、堆肥を利用することにより乳質は高品質になる

と考えられた。

今回の試験は２カ年で行ったものであるが、堆肥

を化成肥料の代替に使用し多量施用しても増収は期

待できず、乳量・乳質には悪影響を認めなかったも

ののＫの蓄積が伺われ、グラステタニーの発生危険

率が増加すると推察された。

そこで、 の蓄積を防ぐためにブレンド堆肥を使K

用する際の化学肥料の減肥試算を表１２で行った。

牛糞堆肥を用いた慣行法では 当たり、堆肥 、10a 3t

化学肥料で 、 、 をそれぞれイタリアンではN P K

、 、 、トウモロコシではそれぞれ10kg 15kg 15kg

、 、 施肥するが、ブレンド堆肥を使15kg 20kg 10kg

用すると 濃度が ％と高いためイタリアンではK 2.4

当たり 、トウモロコシでは 散布すると10a 2.45t 2.2t

慣行法の と同量になる。この時の化学肥料で賄K

う 、 はイタリアンで 、 、トウモロコN P 6.9kg 11.1kg

シではそれぞれ 、 となり、この量は慣9.6kg 19.3kg

行法の ～ ％の施肥量になると考えられる。64 97

ブレンドすることによる成分含量の上昇は をK

基準とした施肥設計を行い、不足する 、 を化学N P

肥料で補うことによりバランスのとれた施肥設計に

なると考えられ、それ以上の堆肥については経営外

流通を行う必要があると考えられた。
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